
頭
ご
な
し
の
押
し
付
け

日
米
両
政
府
は
2
月
26
日
、
ミ
サ
イ
ル
を
追
尾
す

る
米
軍
の
高
性
能
レ
ー
ダ
ー
「
Ⅹ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
」

を
、
京
丹
後
市
の
航
空
自
衛
隊
経
ケ
岬
分
屯
基
地
に

追
加
配
備
を
す
る
と
突
然
発
表
し
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
重
大
な
事
項
を
、
地
元

住
民
や
自
治
体
に
ま
っ
た
く
の
説
明
も
な
く
頭
ご
な

し
に
決
定
し
、
押
し
付
け
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ア
メ
リ
カ
の
防
衛
が
目
的
、

府
民
は
、
犠
牲
に

し
か
も
Ⅹ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
は
、
日
本
の
防
衛
の
た
め
で
は
な
く
、
米
国
本
土
等
の

防
衛
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
海
外
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
、
攻
撃
目
標
と
な
る

危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
Ⅹ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
の
京
丹
後
市
へ
の
配
備
は
、
平
和
を

脅
か
し
、
府
民
を
戦
争
の
危
機
に
巻
き
込
み
い
の
ち
と
安
全
を
脅
か
す
も
の
で
す
。

米
兵
犯
罪
に
府
民
が
巻
き
込
ま
れ
る

ま
た
米
軍
基
地
は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
営
業
、
安
全
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
は
、
沖
縄
を
は
じ
め
と
す
る
全
国
の
米
軍
基
地
や
、
Ⅹ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
が
す
で
に

配
備
さ
れ
て
い
る
青
森
県
で
も
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
予
測
で
き

ま
す
。

さ
ら
に
、
Ⅹ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
が
強
力
な
電
磁
波
を
出
す
こ
と
か
ら
、
青
森
県
の
車

力
基
地
で
は
、
半
径
６
キ
ロ
、
高
度
６
キ
ロ
を
立
ち
入
り
禁
止
区
域
と
し
て
い
る
の
で

す
。
経
ヶ
岬
の
近
く
に
は
集
落
も
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
山
京
丹
後
市
長
や
吉

本
伊
根
町
長
、
井
上
宮
津
市
長
ら
が
懸
念
を
表
明
し
、
地
域
住
民
に
不
安
の
声
が
広
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

美
し
い
丹
後
、

安
全
な
暮
ら
し
を
守
ろ
う

丹
後
の
美
し
い
景
観
と
平
和
を
願
う
歴
史
は
、

住
民
の
み
な
さ
ん
の
長
年
に
わ
た
る
努
力
に
よ
っ

て
培
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
米
軍
基
地
が
配
備
さ
れ

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
努

力
も
台
無
し
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
い
ま
、

府
民
の
平
和
の
願
い
と

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し

を
望
む
声
に
、
京
都
府

が
ど
う
応
え
る
の
か
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

レーダー基地で幾多の犯罪
06年に、京丹後と同じ米軍Ⅹバンドレーダー

が配備された青森県車力基地では、開設わずか1

年間に軍属7人が強制的に本国に帰国させられて

いる。宿舎内での暴力や飲酒が原因。その後も近

くの女性宅への不法侵入や酒気帯び運転など逮捕

事件が相次ぎ、09年には自損死亡事故を起こし、

地元青森では大きな社会問題となった。

（Ⅹバンドレーダー）
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京
丹
後
に
配
備
さ
れ
る
物
と
同
型
と
さ
れ

る
Ⅹ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー



憲
法
９
条
は
、
ア
ジ
ア
と
世
界
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
侵
略
戦

争
の
反
省
を
踏
ま
え
、
日
本
が
二
度
と
再
び
侵
略
国
と
な
ら
ず
、
世

界
平
和
の
た
め
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
す
と
い
う
「
世
界
へ
の
約
束
」
で
す
。
こ
れ

を
投
げ
捨
て
る
こ
と
は
、
日
本
の
国
際
的
信
頼
の
計
り
知
れ
な
い
失
墜
と
な
り
ま
す
。

か
つ
て
な
い
深
刻
な
状
況

と
こ
ろ
が
、
平
和
憲
法
を
正
面
か
ら
否
定
・
破
壊
す
る
攻
撃
の
規
模
と
内
容
は
、

か
つ
て
な
い
深
刻
な
状
況
で
す
。

自
民
党
は
選
挙
公
約
に
、
国
防
軍
の
創
設
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
、
基
本
的
人
権

の
制
限
な
ど
現
憲
法
の
原
則
を
根
本
的
に
転
換
す
る
「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
」
を

掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
安
倍
首
相
は
選
挙
後
、
改
憲
手
続
き
・
発
議
要
件
を
定
め

た
憲
法
９
６
条
の
改
定
に
着
手
す
る
こ
と
を
表
明
。
夏
の
参
議
院
選
挙
で
の
改
憲
勢

力
の
多
数
化
を
図
り
、
憲
法
９
条
改
悪
を
狙
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

「
維
新
の
会
」
は
、
改
憲
と
核
武
装

こ
う
し
た
動
き
は
自
民
党
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
自
主
憲
法
制
定
」
と
「
核

武
装
」
を
是
と
す
る
維
新
の
会
や
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
行
使
を
主
張
す
る
み
ん
な

の
党
、
改
憲
議
論
を
否
定
し
な
い
公
明
党
な
ど
安
倍
自
民
党
政
権
に
同
調
す
る
改
憲

勢
力
の
存
在
も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
自
民
、
維
新
、
み
ん
な
の
３
党
の
衆
議
院
で
の

議
席
は
７
６
．
９
％
に
も
及
び
ま
す
。

国
民
の
願
い
は
、
平
和
憲
法
を
生
か
す
こ
と

し
か
し
、
自
民
党
の
改
憲
・
９
条
破
壊
の
公
約
は
、
国
民
の
信
を
得
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
自
民
党
が
選
挙
で
多
数
を
占
め
た
の
は
、
民
意
を
正
し
く
反
映
し
な

い
「
小
選
挙
区
制
」
の
選
挙
制
度
に
よ
る
も
の
で
す
。

国
民
の
多
数
は
、
平
和
を
願
い
、
改
憲
反
対
、
憲
法
を
生
か
す
こ
と
を
望
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
マ

ス
コ
ミ
は
選
挙
後
、
「
９
条
改
憲
」

へ
の
懸
念
と
警
戒
を
繰
り
返
し
報
道

し
て
い
ま
す
。

憲
法
改
悪
反
対
、
９
条
守
れ
の
国

民
の
世
論
が
多

数
で
あ
る
限
り
、

憲
法
改
悪
を
強

行
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

憲
法
守
れ
！
の

世
論
で
国
会
を

包
囲
し
ま
し
ょ

う
。

９条改悪反対

「朝日」53％、「毎日」52％

昨年末の総選挙、自民党は２９４議席を獲

得し「圧勝」。ところが、自民の得票は、政

権を失った前回よりも２１９万票も減らして

いるのです。自民党の衆議院議席は、小選挙

区制度がつくりだした虚構です。国民が改憲

政策を支持したわけではありません。世論調

査でも国民多数は、憲法9条を支持していま

す。（「朝日」５３％、「毎日」５２％が

「9条改正に反対」。いずれも12月28日）。
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